
 

 

 

 

2014 年 9 月 4 日  

 

広島国際大学（学長 秋山實利）広島キャンパス(広島市中区幟町 1－5)にて、2014

年 9 月 6 日（土）、7日（日）の両日に心理学に関する一般向け公開講座および、臨床

心理関係者向け自主研修会を開催します。 

講師には、臨床心理学、被害者支援学、精神分析学を専門とする浦田 英範氏（筑紫

女学園大学人間科学部 教授、臨床心理士。日本臨床心理士会監事・日本臨床心理士

会 教育領域委員会 協力委員。日本ストレスマネージメント学会理事。元福岡県臨床

心理士会会長。）をお迎えします。 

①公開講座『「子どものこころとどう向き合うか？」―不登校支援の現場から―』 

 不登校児童生徒数は 11 万 3 千人(2012 年)であり、学校現場においても不登校の児童

生徒への支援が重要なものとなっています。近年、不登校の背景は複雑化・多様化し

ており、また不登校との関連で発達障害なども不登校の要因になってきます。 

 不登校の子どもを巡る問題に関して、画一的でマニュアル的な対応ではなく、それ

ぞれに応じたきめ細やかで柔軟な対応が必要とされています。その際、一人一人の子

どものこころにどのように向き合うのかが大切になってきます。一人一人の子どもの

こころや関係性、あるいは家庭の事情などをどのように理解し、子どもとどのように

関わっていくのかを臨床心理学的なアプローチから考えます。 

 実際に不登校のお子様を抱えている保護者の方はもちろん、幅広い層の皆様に「子

どものこころ」について考えていただき、心理学に触れるための一つのきっかけとな

ればと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本学広島キャンパスにて 

心理学に関する公開講座及び自主研修会を開催！ 

報道資料 プレスリリース 

１．開催日時：2014年 9月 6日（土）13：00～15：00 

２．場  所：広島国際大学 広島キャンパス 4階 400教室 

（〒730-0016 広島市中区幟町 1-5） 

３．講  師：浦田 英範氏（筑紫女学園大学人間科学部 教授） 

４．対  象：一般市民及び臨床心理士・学生・教育関係者 

５．参 加 費：無料 

６．定  員： 100名 

７．申込方法：事前に予約いただく場合には、①氏名 ②所属 ③連絡先の携帯番号をメールア 

ドレス（hirokokukokoro@gmail.com）までお送りください。 

なお、当日に空席があれば予約なしの当日参加も可能です。ただし、当日空席 

がない場合にはご参加いただけないことがございますので、あらかじめご了承 

ください。 

 

 



②心理臨床センター 被災者支援に関する自主研修会 

 この度本学心理臨床センターにて、広島県土砂災害に遭われた方々への心理相談を

行うにあたり（8月 29 日（金）にプレスリリース発信済）、心理職に就く者として被

災者のために何ができるかを改めて考えるため、自主研修会を開催します。この度の

広島県土砂災害の支援を考えるにあたり、講師の浦田氏の専門的な視点や見解を参考

に、臨床心理士の被災者への支援についての基本的な事項や、被災時の心理的反応と

それらの対応、被災地の方への関わりについてなどを実践的に学びます。 

なお、本研修は、心理臨床センターの構成メンバーほか、本学心理科学部臨床心理

学科の学生、実践臨床心理学専攻修了生や学外臨床心理関係者の方々を対象としてお

り、学内外の幅広い人材に心理職に就く者の社会的な使命を自覚していただくことを

目的としております。 

臨床心理関係者以外の一般からの参加は受け付けておりませんので、あらかじめご

了承ください。 

 

 

 

 

 

※報道各社の皆様には、事前告知の機会がありましたら取り上げていただき、また当日もぜ

ひ取材にお越しいただきたくよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 
 

添付文書 なし  発信枚数：本書含め２枚 

■内容に関するお問い合わせ先・取材申し込み先 

広島国際大学 心理臨床センター         ＴＥＬ：０８２－５１１－２６２５ 

■本件発信部署 

広島国際大学 学長室 企画課（藤井）      ＴＥＬ：０８２３－７０－４９２２ 

 

１．開催日時：2014年 9月 7日（日）10：00～12：30 

２．場  所： 広島国際大学 広島キャンパス 3階 300教室 

（〒730-0016 広島市中区幟町 1-5） 

３．講  師：浦田 英範氏（筑紫女学園大学人間科学部 教授） 

４．対  象：学内及び学外の臨床心理関係者（臨床心理関係者以外の一般参加は不可） 

 


